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労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
法
案
が

国
会
に
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
派
遣
労
働
は
「
臨
時
的
、

一
時
的
な
も
の
に
限
る
」
と
い

う
原
則
を
な
く
し
て
、
企
業

は
、
派
遣
会
社
に
無
期
雇
用
さ

れ
て
い
る
派
遣
労
働
者
は
ず
っ

と
派
遣
で
使
い
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
有
期
雇
用
の
派
遣

労
働
者
は
人
を
替
え
れ
ば
そ
の

業
務
に
ず
っ
と
派
遣
労
働
者
を

使
え
る
。
企
業
に
と
っ
て
こ
ん

な
に
都
合
の
い
い
法
律
に
変
え

る
と
い
う
の
だ
。「
世
界
で
一

番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」

づ
く
り
の
た
め
に
。
▼
働
く
者

に
と
っ
て
は
と
ん
で
も
な
い
法

律
。
新
卒
で
就
職
先
は
派
遣
会

社
の
派
遣
登
録
、
有
期
雇
用
は

派
遣
労
働
者
は
３
年
で
雇
い
止

め
で
新
た
な
と
こ
ろ
で
ま
た
派

遣
、
無
期
雇
用
の
派
遣
労
働
者

は
ず
っ
と
派
遣
の
ま
ま
。
今
正

社
員
が
し
て
い
る
仕
事
も
ど
ん

ど
ん
派
遣
に
置
き
換
え
が
進

む
。
い
よ
い
よ
日
本
は
派
遣
労

働
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
。

そ
し
て
、
景
気
が
悪
く
な
る
と

派
遣
切
り
。「
均
衡
待
遇
」
は

努
力
規
定
だ
か
ら
低
賃
金
の
ま

ま
。
▼
さ
ら
に
安
倍
内
閣
は
、

解
雇
の
金
銭
解
決
、
残
業
代
ゼ

ロ
、
解
雇
し
や
す
い
限
定
正
社

員
な
ど
次
々
と
働
く
ル
ー
ル
つ

ぶ
し
を
狙
っ
て
い
る
。
労
働
者

派
遣
法
の
改
悪
を
絶
対
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
労
働
法
制
の
改

悪
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
急

い
で
強
め
な
け
れ
ば
。

�

（
Ｍ
・
Ｙ
）

新
卒
で
派
遣
労
働

者
に
な
り
一
生
派

遣
?!　

直
接
雇
用

の
労
働
者
が
い
な

く
て
全
員
派
遣
労

働
者
と
い
う
企
業

も
で
て
く
る
?!
▼

TUBUYAKI

３月21日～４月５日まで期日前投票
午前８時30分～午後８時　土・日・祝もできます
府会補欠選があるところは３月29日～４月５日

京都府知事選挙 ４月６日投票

市役所、区役所、役場、支所などで
できます

主な日程
４月10日　�労働者派遣法改悪許すな！

街頭宣伝とデモ� �
（18～マルイ前、19～仏光
寺公園出発デモ）

５月１日　�第85回全京都統一メーデー
５月３日　�憲法集会（14～円山音楽堂）

さ
ら
に
、
３
月
18
日
に
は
、
郵

政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
が
ス

ト
ラ
イ
キ
を
２
ヶ
所
で
実
施
。

要
求
に
応
え
な
い
回
答
水
準
と

20
万
人
を
超
え
る
非
正
規
労
働

者
の
待
遇
改
善
な
ど
、
職
場
労

働
者
の
怒
り
の
声
が
た
く
さ
ん

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

は
、
約
２
３
０
０
人
が
参
加
。

今
春
闘
で
の
賃
金
引
き
上
げ
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改

善
、
人
員
配
置
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

賃
金
引
き
上
げ
求
め

引
き
続
き
た
た
か
い
を

ま
た
、
13
日
に
は
、
重
税
反

対
統
一
行
動
が
府
内
23
ヶ
所
で

実
施
さ
れ
、
民
商
の
会
員
、
京

建
労
の
組
合
員
を
は
じ
め
、
地

区
労
協
な
ど
か
ら
約
４
５
０
０

人
が
参
加
。
消
費
税
増
税
を
前

に
、
引
き
上
げ
反
対
、
増
税
の

ス
ト
ッ
プ
を
求
め
て
集
会
と
デ

モ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
夜
に
は
、
京
都
市
役
所
前

で
「
安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ

プ
！
暮
ら
し
破
壊
は
許
さ
な
い

３
・
13
府
民
行
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。（
左
上
参
照
）

京
都
春
闘
共
闘
傘
下
で
は
、

３
月
12
日
時
点
で
約
１
０
０
以

上
の
職
場
で
要
求
が
出
さ
れ
、

こ
の
う
ち
３
分
の
１
強
の
職
場

で
回
答
が
出
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
す
べ
て
の
組
合
員
の
参

加
で
賃
金
引
き
上
げ
を
求
め
た

た
か
い
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

一
日
赤
職
組
、
第
二
日
赤
労

組
）・
民
医
労
、
建
交
労
・
京

都
鉄
道
地
方
本
部
、
全
国
一
般

・
京
都
生
協
労
組
・
京
都
生
協

パ
ー
ト
労
組
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を

実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
社
前
な
ど
で

ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
集
会
を
お
こ

な
い
、
産
別
・
地
域
か
ら
も
激

励
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

京
都
医
労
連
傘
下
で
は
、
団

体
交
渉
で
「
ベ
ア
を
絶
対
出
し

て
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
賃
金
で

は
き
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
切

実
な
訴
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

決
起
集
会
を
開
催
。
ス
ト
ラ
イ

キ
で
参
加
し
た
カ
シ
フ
ジ
支
部

の
組
合
員
を
は
じ
め
、
京
都
総

評
を
は
じ
め
単
産
が
激
励
に
参

加
。
約
２
０
０
人
が
参
加
し
決

意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

３
月
13
日
に
は
、
重
税
反
対

統
一
行
動
、
春
闘
の
統
一
行

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
は
、
３
月
６
日
に

畑
鐵
工
所
分
会
が
は
じ
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
の
を
は

じ
め
、
夕
方
に
は
カ
シ
フ
ジ
構

内
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
京
滋
地
本
の

共
同
で
、
安
倍
内
閣
の
暴
走
ス
ト
ッ

プ
！
か
け
る
３
・
13
府
民
行
動
を
開

催
。
夕
方
か
ら
京
都
市
役
所
前
で
の

街
頭
演
説
会
と
四
条
河
原
町
ま
で
の

デ
モ
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

街
頭
演
説
会
で
は
、
京
都
総
評
・

吉
岡
議
長
が
「
消
費
税
増
税
や
米
軍

基
地
設
置
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走
は

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
よ
び
、
国
民
の

願
い
に
逆
行
す
る
も
の
」「
府
知
事

選
挙
で
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ

う
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

京
都
民
医
連
・
尾
崎
会
長
は
、「
力

を
合
わ
せ
て
憲
法
の
生
き
る
府
政
に

変
え
よ
う
」
と
訴
え
。
京
商
連
、
京

建
労
、
京
都
医
労
連
、
自
由
法
曹

団
、
市
民
団
体
な
ど
が
怒
り
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
震
災
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る
メ
モ
リ

ア
ル
デ
ー
を
府
庁
前
で
昼
休
み
に
実
施
。
約
１
０
０

人
が
参
加
。
街
頭
演
説
と
デ
モ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
に
は
、
京
都
総
評
を
は
じ
め
諸
団
体
の

安倍政権の暴走ストップ！

右上から：建交労京都鉄道
地方本部のスト、通信労組
京都支部のスト、京都医労
連・全日赤第二日赤労組の
スト
左上から：全国一般・京都
生協労組・同パート労組の
スト、JMIUのスト、郵政産
業労働者ユニオンのスト

３
月
13
日
京
都
市
役
所
前
か
ら
の
デ
モ

３月11日府庁東門前での街頭宣伝▶

ス
ト
を
含
む
統
一
行
動
実
施

す
べ
て
の
組
合
員
の
参
加
で

賃
金
引
き
上
げ
の
流
れ
を
つ
か
も
う

2014春闘
　

今
年
の
春
闘
は
、
大
手
企
業
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
回
答
を
す
る
な
ど
、
賃
金
引
き
上

げ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
手
の
回
答
も
今
年
度
の
物
価
上
昇
分
（
０
・
７

％
）
ぎ
り
ぎ
り
で
、
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
は
全
く
対
応
で
き
な
い
水
準
で
す
。

一
方
中
小
で
は
、
経
営
環
境
が
き
び
し
い
中
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
獲
得
や
回
答
引
き
出

し
へ
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
京
都
総
評
傘
下
の
労
働
組
合
は
、
３
月
13
日
を
中
心
に
、
２

０
１
４
春
闘
の
統
一
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
、
通
信
労
組
、
京
都
医
労

連
、
建
交
労
、
全
国
一
般
、
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
の
傘
下
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
。
単
産
や
地
区
労
協
が
激
励
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
、
地
域

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
粘
り
強
い
た
た
か
い
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
人
以
上
が

ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加

国言いなりの府政の転換を

動
、
安
倍
内
閣
の
暴
走

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る

全
国
行
動
な
ど
が
朝
か

ら
夜
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
通
信
労
組
、
京
都

医
労
連
・
全
日
赤
（
第
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「
恐
れ
る
の
は
悲
劇
を
直
視
せ

ず
、
悲
劇
を
生
み
出
し
た
社
会

に
固
執
し
続
け
る
こ
と
。
私
た

ち
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
き

ま
す
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

金
子
　
勝
さ
ん

「
脱
原
発
は
不
可
欠
」と

よ
び
か
け

　

慶
應
義
塾
大
学
の
金
子
勝
教

授
が
講
演
。「
事
故
の
収
束
と

放
射
能
の
除
染
、
被
害
者
へ
の

賠
償
を
最
優
先
す
べ
き
」「
そ

れ
ら
の
費
用
は
『
も
ん
じ
ゅ
』

な
ど
の
維
持
費
な
ど
を
活
用
す

れ
ば
可
能
」「
福
島
を
救
う
た

め
に
は
脱
原
発
が
不
可
欠
」
と

強
調
。「
脱
原
発
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
を
つ
く
る

新
し
い
産
業
構
造
や
新
し
い
社

会
シ
ス
テ
ム
を
生
む
。
こ
こ
に

こ
そ
経
済
合
理
性
や
発
展
が
あ

る
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

　

「
制
服
向
上
委
員
会
」
が

「
ダ
ッ
�
ダ
ッ
�
脱
・
原
発
の

歌
」
を
歌
い
、
集
会
決
議
を
採

択
後
、
参
加
者
は
、
京
都
市
役

所
前
ま
で
デ
モ
を
お
こ
な
い
、

市
民
に
原
発
を
な
く
そ
う
と
訴

え
ま
し
た
。

で
き
る
か
考
え
た
い
」「
命
の

問
題
と
し
て
再
稼
働
を
許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

福
島
原
発
告
訴
団
の
地
脇
美

和
さ
ん
は
、「
小
児
甲
状
腺
が

ん
に
な
っ
た
子
ど
も
は
合
計
74

人
に
な
り
異
常
な
状
況
。
被
害

者
だ
け
が
泣
く
日
本
は
終
わ
り

に
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

福
島
か
ら
京
都
に
避
難
し
て

き
て
い
る
、
う
の
さ
え
こ
さ
ん

は
、「
こ
の
３
年
間
必
死
に
生

き
て
き
ま
し
た
。
ま
る
で
戦
争

の
中
で
生
き
て
い
る
よ
う
」

ょ
う
と
」
は
、
最
初
に
黙
祷
。

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
伯
昌
和

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
福
島
の
み

な
さ
ん
の
思
い
を
共
有
し
何
が

　

「
バ
イ
バ
イ
原
発
３
・
８
き

　

「
京
都
に
米
軍
基
地
い
ら
な
い
府

民
の
会
」
は
、
３
月
４
日
夜
、
京
都

市
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
で
京
都

へ
の
米
軍
基
地
の
設
置
を
問
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
共
同
代
表

の
森
下
総
子
新
婦
人
会
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
さ
ん
が
、
自
ら
米
兵
か
ら
性

的
暴
行
を
受
け
、
日
本
の
警
察
か
ら

も
二
次
被
害
を
受
け
、
裁
判
を
た
た

か
っ
て
き
た
経
験
を
報
告
。
米
兵
の

犯
罪
を
裁
か
な
い
秘
密
協
定
が
あ
る

こ
と
も
告
発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
丹
後
市
・
宇
川
の
米
軍

基
地
建
設
を
憂
う
会
の
永
井
友
治
さ

ん
が
現
地
の
と
り
く
み
な
ど
を
報

告
。
府
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
は

ず
の
現
知
事
が
「
米
兵
は
紳
士
ば
か

り
で
心
配
な
い
」
と
地
権
者
に
語
っ

た
と
の
報
告
に
は
会
場
に
ど
よ
め
き

が
お
こ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
電
磁
波
・
関
西
の
会
の
寺
岡
敦

子
氏
、
立
命
館
大
学
教
授
の
藤
岡
惇

氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
下
岳
氏

が
報
告
。
寺
岡
氏
は
電
磁
波
過
敏
症

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を

紹
介
。
電
磁
波
被
害
が
危
惧
さ
れ
る

と
指
摘
。
藤
岡
氏
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛

の
た
め
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
は
、
い
わ

ば
先
制
攻
撃
を
促
進
す
る
も
の
に
他

な
ら
な
い
と
そ
の
危
険
性
を
指
摘
。

竹
下
氏
は
、
米
本
土
へ
の
ミ
サ
イ
ル

は
北
極
圏
を
通
り
、
日
本
の
防
衛
と

は
全
く
関
係
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
閉
会

あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
共
同
代
表
の
尾

崎
望
京
都
民
医
連
会
長
は
、「
府
民
の

安
全
は
絶
対
に
守
る
と
言
う
の
が
知

事
の
責
務
。
力
を
合
わ
せ
て
米
軍
基

地
ノ
ー
を
実
現
し
ま
し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

京
都
総
評
な
ど
で
つ
く
る

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
京
都
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
表
：
宗
川

吉
汪
）
は
、
３
月
12
日
、
京

都
府
に
福
井
県
の
原
発
の
再

稼
働
に
反
対
す
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。
京
都
府
防
災

原
子
力
安
全
課
の
前
川
理
事

が
対
応
を
し
ま
し
た
。

　

府
側
は
、「
30
年
後
に
原

発
を
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
前
提

に
、
専
門
家
の
知
見
で
あ
る

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査

結
果
を
注
視
し
、
今
は
、
き

ち
ん
と
報
告
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
申
し
入
れ
て
い
る
」

「
そ
の
結
果
、
再
稼
働
は
地

元
の
理
解
と
納
得
が
必
要
と

思
う
」「
た
だ
ち
に
廃
止
し

て
ほ
し
い
と
は
こ
れ
ま
で
も

言
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
、

国
の
判
断
を
待
つ
姿
勢
に
終

始
し
、
府
が
率
先
し
て
再
稼

働
に
反
対
す
る
姿
勢
は
示
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、
12
万
人
の
避
難
・
移

動
が
必
要
で
、
避
難
困
難
者

の
問
題
や
避
難
先
と
の
調
整

な
ど
も
ま
だ
で
あ
る
こ
と

や
、
天
候
良
好
の
も
と
で
の

計
画
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
不

十
分
さ
が
明
ら
か
で
、
要
請

に
参
加
し
た
各
代
表
は
、
再

稼
働
そ
の
も
の
に
反
対
す
る

よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

京
都
原
発
ゼ
ロ
ネ
ッ
ト

「
再
稼
働
を
認
め
る
な
」と

京
都
府
に
申
し
入
れ

　安倍内閣が閣議決定で集団的
自衛権行使を容認しようとする
中、京都総評などでつくる京都
共同センターが学習会を開き
「集団的自衛権の深層」の著者で
ある松竹伸幸氏が講演しました。

集団的自衛権問題で学習会
２月26日

　京都総評と京教組・府立高教
組は、府立高校の卒業式に「働
くあなたに贈る権利手帳」を配
布。これは全労連の作成で、賃
金・労働条件、職場でのトラブ
ル対処などを紹介したもの。

高校生卒業式で宣伝
２月28日

３月４日キャンパスプラザ京都にて

東舞鶴市をデモする参加者 会場がいっぱいになった
３月８日円山音楽堂

３月12日京都府庁で要請する各団体代表

講
演
す
る

慶
應
義
塾
大
学
・
金
子
勝
教
授

労働法制学習会開催
２月27日

　労働者派遣法の改悪法案が閣
議決定されるなど労働法制の改
悪がいよいよ本格化する中、労
働法制問題の学習会を開催。塩
見弁護士が労働者派遣法改悪の
内容などを詳しく話しました。

菜の花行動を実施
３月２日

　京都総評の青年部と女性部
は、パート非常勤ネットと共に、
第８回菜の花行動として四条河
原町での街頭宣伝とパレードを
実施。「ブラック企業は労働組合
でキレイに！」と訴えました。

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら
３
年
。
い
ま
だ
に
15
万
人
以
上
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
補
償
な
ど
も
完
全
に
さ
れ
ず
、
放
射
能
汚
染
に
お
び
え
な
が
ら
の
生
活

が
続
い
て
い
ま
す
。
京
都
で
は
、「
バ
イ
バ
イ
原
発
３
・
８
き
ょ
う
と
」
が
午
後
か

ら
円
山
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
０
人
が
参
加
。
ま
た
、
９
日
に
は
、
舞
鶴

市
で
約
６
０
０
人
が
参
加
し
て
北
部
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

シンポジウムを開催

バ
イ
バ
イ
原
発

　３月９日午後、舞鶴市総合文化会館で原発
ゼロ京都北部集会が開催され、北部各地域か
ら６００人が参加。
　集会では舞田宗孝さんが主催者を代表して
あいさつ。グリーン・アクション代表のアイ
リーン・美緒子・スミスさんが講演。「原発の
再稼働は再生可能エネルギーへの道を閉ざす
が、脱原発の道は新しい道を開くことができ
る」と訴えました。大飯差し止め訴訟原告団
の吉本晴樹弁護士、京都北部「いのち」を守
る宗教者の会の松本満代表、米軍基地建設を
憂う宇川の会の永井友治さんが訴えをおこな
いました。
　参加者は、東舞鶴駅前までデモ。原発をゼ
ロにしようと市民に訴えました。

京都への米軍基地設置を問う

2500人

３
・
８
集
会
に

３・９原発ゼロ

被
害
者
だ
け
が
泣
く
日
本
は

終
わ
り
に
し
た
い

京都北部集会開催


